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第一部【企業情報】

第１【企業の概況】

１【主要な経営指標等の推移】

回次
第33期
第２四半期
累計期間

第34期
第２四半期
累計期間

第33期
第２四半期
会計期間

第34期
第２四半期
会計期間

第33期

会計期間

自平成20年
４月１日
至平成20年
９月30日

自平成21年
４月１日
至平成21年
９月30日

自平成20年
７月１日
至平成20年
９月30日

自平成21年
７月１日
至平成21年
９月30日

自平成20年
４月１日
至平成21年
３月31日

売上高（千円） 16,981,70418,262,2748,257,7678,462,39029,714,643

経常利益（千円） 806,2511,012,994360,997 387,471 480,921

四半期（当期）純利益（千円） 444,515 594,044 216,767 225,112 200,535

持分法を適用した場合の投資利益

（千円）
－ － － － －

資本金（千円） － － 628,800 628,800 628,800

発行済株式総数（株） － － 5,100,0005,100,0005,100,000

純資産額（千円） － － 5,775,5726,052,4495,513,742

総資産額（千円） － － 13,410,49612,707,79712,582,107

１株当たり純資産額（円） － － 1,132.471,186.751,081.13

１株当たり四半期（当期）純利益

金額（円）
87.16 116.48 42.50 44.14 39.32

潜在株式調整後１株当たり四半期

（当期）純利益金額（円）
－ － － － －

１株当たり配当額（円） 10.00 10.00 10.00 10.00 25.00

自己資本比率（％） － － 43.07 47.63 43.82

営業活動による

キャッシュ・フロー（千円）
835,8451,258,723 － － 1,378,967

投資活動による

キャッシュ・フロー（千円）
△917,370△286,691 － － △1,229,547

財務活動による

キャッシュ・フロー（千円）
△351,300△448,800 － － △485,600

現金及び現金同等物の四半期末

（期末）残高（千円）
－ － 299,856 919,734 396,502

従業員数（人） － － 223 229 217

　（注）１．当社は四半期連結財務諸表を作成しておりませんので、連結会計年度にかかる主要な経営指標等の推移につ

いては記載しておりません。

２．売上高には、消費税等は含まれておりません。　

３．潜在株式調整後１株当たり四半期（当期）純利益は、潜在株式が存在しないため記載しておりません。　
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２【事業の内容】

　当第２四半期会計期間において、当社及び当社の関係会社が営む事業の内容について、重要な変更はありません。

また、主要な関係会社における異動もありません。

 

 

３【関係会社の状況】

当第２四半期会計期間において、重要な関係会社の異動はありません。

 

 

４【従業員の状況】

提出会社の状況

 平成21年９月30日現在

従業員数（人） 229     

（注）従業員数は就業員数であり、執行役員及び定年後の再雇用を含む契約社員が含まれており、当社から他社への出向

社員及び派遣社員等の員数は含まれておりません。
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第２【事業の状況】

１【生産、受注及び販売の状況】

（１）製造実績

当第２四半期会計期間（平成21年７月１日から平成21年９月30日まで）における製造実績は、次の通りであり

ます。

区分
前第２四半期会計期間
（自　平成20年７月１日
至　平成20年９月30日）

当第２四半期会計期間
（自　平成21年７月１日
至　平成21年９月30日）

前年同四半期比

 金額（千円） 金額（千円） （％）

受託製造 7,378,998 7,533,119 2.1

合計 7,378,998 7,533,119 2.1

（注）上記金額は、製造原価によっており、消費税は含まれておりません。

　

（２）受注状況

当社は、清涼飲料の受託製造を行っておりますが、受注状況については毎月末に翌月１ヶ月分（１日から月末

まで）の受注高が確定し、その受注高を翌月１ヶ月間に製造完了・売上を行っております。また仮に月末に当月

の受注が残った場合でも、顧客との取り決めにより、原則受注残高を翌月に繰り越さないことになっております。

従い、当社における受注残高は、最大でも翌月１ヶ月分のみに限定されておりますので、受注高および受注残高に

ついての記載は省略しております。

　

（３）販売実績

当第２四半期会計期間（平成21年７月１日から平成21年９月30日まで）における販売実績は、次の通りであり

ます。

区分

前第２四半期会計期間
(自　平成20年７月１日
至　平成20年９月30日)

当第２四半期会計期間
(自　平成21年７月１日
至　平成21年９月30日)

前年同四半期比

金額（千円） 金額（千円） （％）

売

上

高

受託製造 8,139,026 8,401,393 3.2

その他 118,740 60,997 △48.6

合計 8,257,767 8,462,390 2.5

（注）１．上記金額には、消費税は含まれておりません。　

２．前第２四半期会計期間及び当第２四半期会計期間の主な相手先別の販売実績及び当該販売実績に対する

割合は次の通りであります。

相　手　先
前第２四半期会計期間
（自　平成20年７月１日
至　平成20年９月30日）

当第２四半期会計期間
（自　平成21年７月１日
至　平成21年９月30日）

 金額（千円） 割合（％） 金額（千円） 割合（％）

アサヒ飲料㈱ 1,747,859 21.2 2,266,882 26.8

㈱伊藤園 2,247,295 27.2 2,211,543 26.1

花王㈱ － － 1,261,601 14.9

キリンビバレッジ㈱ 1,060,702 12.8 － －

サントリー㈱ 827,861 10.0 － －

（注）１．上記金額には、消費税は含まれておりません。

２．上記相手先のうち、サントリー㈱の売上高は加工料収入であり、その他各社の売上高は製品売上でありま

す。

３．サントリー㈱は、平成21年４月１日より持株会社化され、当社の相手先はサントリー食品㈱とサントリー

酒類㈱の２社になりましたが、当第２四半期会計期間における当該２社に対する販売実績の総販売実績

に対する割合が10％未満のため、記載を省略しております。

４．当第２四半期会計期間のキリンビバレッジ㈱及び前第２四半期会計期間の花王㈱につきましては、当該

販売実績の総販売実績に対する割合が10％未満のため、記載を省略しております。　
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（４）季節的変動

当社の属する清涼飲料業界では、飲料の需要が夏場に集中して消費されることから夏場に製造販売が多くなり、

反面、冬場には減少するという季節的な変動がおこります。

また、夏場は飲料メーカーにおいても、製造設備が限られていることから外注を増加し、一方冬場には、自社製造

設備を最大限活用することから、外注が減少する傾向があります。　　　　

当社においても、季節的変動があり、受託製造数量、売上高及び特に利益については、上期（４月～９月）に偏重

する傾向が顕著であり、当社の業績の正しい把握には、１年間の通期で見る必要があります。
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２【事業等のリスク】

当第２四半期会計期間において、新たに発生した事業等のリスクはありません。

また、前事業年度の有価証券報告書に記載した事業等のリスクについて重要な変更はありません。

　

　

３【経営上の重要な契約等】

当第２四半期会計期間において、経営上の重要な契約等の決定又は締結等はありません。

 

 

４【財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

文中の将来に関する事項は、当四半期報告書提出日現在において当社が判断したものであります。

 

（１）業績

当第２四半期会計期間における我が国経済は、企業の在庫調整も進み、輸出や生産に回復の兆しが見られ、昨年

の秋以降急速に悪化した景気は底入れしつつあると言われておりますが、一方で雇用・所得環境は依然厳しく、ま

た急激な円高の進行などを背景とした企業業績の悪化の懸念もあり、先行き不透明な状況が続いております。

清涼飲料業界におきましては、最盛期である７～８月の天候不順や景気の低迷、また、消費者の節約志向の影響

等を受け、業界全体の販売数量は前期比５％減（民間調査機関調べ）と厳しい市場環境となりました。

このような状況下におきまして当社は、新製品を含む積極的な受注活動を行うとともに、日曜日を含めた連続稼

働（全生産ライン11ラインの内５ライン）や昼休みの連続稼働（全ライン）による生産性の強化に努めた結果、

受託製造数量は123,792キロリットル（前期比3.3％減）、12,273千ケース（前期比6.1％減）となりました。

また、「食の安全・安心」対策のための品質管理を徹底するとともに、製造コストの削減にも努めました。

その結果、当第２四半期会計期間の業績につきましては、売上高は8,462百万円（前期比2.5％増）、営業利益は

375百万円（前期比6.1％増）、経常利益は387百万円（前期比7.3％増）、四半期純利益は225百万円（前期比3.8％

増）となりました。　

 

（２）キャッシュ・フローの状況

　当第２四半期会計期間末における現金及び現金同等物（以下「資金」という）は、919百万円となり、第１四半期

会計期間末より498百万円増加いたしました。各キャッシュ・フローの状況とそれらの要因は次の通りでありま

す。

（キャッシュ・フロー）　

　
営業活動による

キャッシュ・フロー

投資活動による

キャッシュ・フロー

財務活動による

キャッシュ・フロー

現金及び現金同等物

四半期末残高

平成22年３月期

第２四半期会計期間
762百万円　 △142百万円 △121百万円 919百万円

平成21年３月期

第２四半期会計期間
872百万円 △289百万円 △389百万円 299百万円

対前年増減額 △109百万円 146百万円 268百万円 619百万円

　

（営業活動によるキャッシュ・フロー）

　売上債権の減少等による収入が増加したものの、仕入債務及び未払金の減少等による支出が増加したため、当第

２四半期会計期間における営業活動によるキャッシュ・フローは、前第２四半期会計期間に比べ109百万円減少

し、762百万円の収入となりました。

 

（投資活動によるキャッシュ・フロー）

　有形固定資産の取得による支出が減少したため、当第２四半期会計期間における投資活動によるキャッシュ・フ

ローは、前第２四半期会計期間に比べ146百万円増加し、142百万円の支出となりました。

　

（財務活動によるキャッシュ・フロー）

　短期借入金の借入による収入が減少したことに加え、長期借入金の返済による支出が増加したため、当第２四半

期会計期間における財務活動によるキャッシュ・フローは、前第２四半期会計期間に比べ268百万円増加し、121百

万円の支出となりました。 
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（３）事業上及び財務上の対処すべき課題

当第２四半期会計期間において、当社が対処すべき課題について重要な変更はありません。

 

 

（４）研究開発活動

当第２四半期会計期間における当社の研究開発活動の金額は、７百万円であります。

　　　　なお、当第２四半期会計期間において、当社の研究開発活動の状況に重要な変更はありません。

 

 

（５）経営成績に重要な影響を与える要因及び経営戦略の現状と見通し

当社を取り巻く経営環境は、世界的な金融危機により昨年秋以降急速に悪化した景気に回復の兆しが見られる

ものの、雇用情勢や所得環境の悪化、個人消費の低迷などにより、引き続き厳しい状況が続くものと予想されます。

当社におきましては、成長分野の製品や新製品に対応可能な設備の強化に注力するとともに、品質管理のレベル

アップ、生産性の向上及び経費の削減に取り組み、この厳しい状況に勝ち抜いていく所存であります。

 

 

（６）資本の財源及び資金の流動性についての分析

当社の資金につきましては、営業活動によるキャッシュ・フローを原資として、必要な場合は、運転資金について

は金融機関からの短期的な借入により、また設備資金については、金融機関からの長期的な借入により調達するこ

ととしております。

当第２四半期会計期間末において、現金及び現金同等物は919百万円となっております。キャッシュ・フローの状

況につきましては、上記（２）のとおりであります。

 

 

（７）経営者の問題認識と今後の方針について

　当社の経営陣は、従前より安心・安全な製品を提供し、お客様の信頼を得ることにより受注の拡大を図ってまいり

ましたが、清涼飲料業界は少子高齢化もあって成熟市場となっており、飲料メーカーのみならず、その受託製造業者

の生存競争も今後ますます厳しくなるものと認識しております。

当社といたしましては、引き続き製品の品質管理の徹底により競争力を高めるとともに、①新商品・新商権の創

造（進取の気性の持続）、②低重心経営の創造（コストダウンの追求）、③新経営スタイルの創造（効率経営の推

進）という基本戦略を推進することにより収益構造の改革と財務体質の強化を図り、さらに企業価値を高めてまい

ります。　　
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第３【設備の状況】
（１）主要な設備の状況

　　　　当第２四半期会計期間において、主要な設備に重要な異動はありません。

 

（２）設備の新設、除却等の計画

当第２四半期会計期間において、前四半期会計期間末において計画中であった重要な設備の新設、除却等につ

いて、重要な変更はありません。

　また、新たに確定した重要な設備の新設、拡充、改修、除却、売却等の計画はありません。
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第４【提出会社の状況】

１【株式等の状況】

（１）【株式の総数等】

①【株式の総数】

種類 発行可能株式総数（株）

普通株式 18,000,000

計 18,000,000

②【発行済株式】

種類
第２四半期会計期間末
現在発行数（株）
（平成21年９月30日）

提出日現在発行数（株）
（平成21年11月12日）

上場金融商品取引所名
又は登録認可金融商品
取引業協会名

内容

普通株式 5,100,000 5,100,000
東京証券取引所

市場第一部

単元株式数は100株

であります

計 5,100,000 5,100,000 － －

 

（２）【新株予約権等の状況】

該当事項はありません。

（３）【ライツプランの内容】

該当事項はありません。

 

（４）【発行済株式総数、資本金等の推移】

年月日
発行済株式総数
増減数(株)

発行済株式総数
残高（株）

資本金増減額
（千円）

資本金残高
（千円）

資本準備金増減額
（千円）

資本準備金残高
（千円）

平成21年７月１日～　

平成21年９月30日　
－ 5,100,000－ 628,800 － 272,400
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（５）【大株主の状況】

 平成21年９月30日現在

氏名又は名称 住所
所有株式数
（千株）

発行済株式総数に対する
所有株式数の割合（％）

伊藤忠商事株式会社 東京都港区北青山２丁目５－１号 1,745 34.22

日本トラスティ・サービス信託

銀行株式会社
東京都中央区晴海１丁目８－11 477 9.35

日本マスタートラスト信託銀行

株式会社
東京都港区浜松町２丁目11番３号 135 2.65

博水商事株式会社 東京都目黒区目黒本町６丁目２－２ 115 2.25

株式会社博水社 東京都目黒区目黒本町６丁目２－２ 100 1.96

株式会社南日本銀行 鹿児島県鹿児島市山下町１番１号 69 1.36

ジャパンフーズ従業員持株会 千葉県長生郡長柄町皿木203－１ 64 1.25

東洋製罐株式会社 東京都千代田区内幸町１丁目３－１ 50 0.98

IBJ ASIA SECURITIES
LTD-CLIENT(常任代理人　株式会社
みずほコーポレート銀行　決済営業
部）

17TH　FLOOR　TWO　PACIFIC　PLACE　88　

QUEENSWAY,HONG KONG（東京都中央区月島

４丁目16-13）

40 0.78

株式会社千葉銀行 千葉県千葉市中央区千葉港１－２ 30 0.59

計 － 2,825 55.40

（注）　上記銀行の所有株式数には、信託業務に係る株式を以下のとおり含んでおります。

　　　　日本トラスティ・サービス信託銀行株式会社

　　　　（住友信託銀行株式会社再信託分伊藤忠商事株式会社退職給付信託口）277千株　（信託口）71千株

　　　　（信託口１）22千株　（信託口３）19千株　（信託口６）19千株　（信託口２）17千株

　　　　（信託口５）16千株　（信託口７）15千株　（信託口８）14千株　（信託口４）２千株

　　　　日本マスタートラスト信託銀行株式会社（信託口）135千株
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（６）【議決権の状況】

①発行済株式

 平成21年９月30日現在

区分 株式数（株） 議決権の数（個） 内容

無議決権株式 － － －

議決権制限株式（自己株式等） － － －

議決権制限株式（その他） － － －

完全議決権株式（自己株式等） － － －

完全議決権株式（その他）
普通株式

5,099,300
50,993 －

単元未満株式
普通株式

700
－ －

発行済株式総数 5,100,000 － －

総株主の議決権 － 50,993 －

（注）「完全議決権株式（その他）」の欄には、証券保管振替機構名義の株式が1,000株含まれております。

また、「議決権の数」欄には、同機構名義の完全議決権株式に係る議決権の数10個が含まれております。

 

　　　②自己株式等

該当事項はありません。

 

 

２【株価の推移】

【当該四半期累計期間における月別最高・最低株価】

月別
平成21年

４月

 

５月

 

６月

 

７月

 

８月

 

９月

最高（円） 710 746 1,029 1,020 922 891

最低（円） 663 671 737 885 882 840

　  （注）最高・最低株価は、東京証券取引所市場第一部におけるものであります。

 

３【役員の状況】

前事業年度の有価証券報告書の提出日後、当四半期報告書の提出日までにおいて、役員の異動はありません。
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第５【経理の状況】

１．四半期財務諸表の作成方法について

　当社の四半期財務諸表は、「四半期財務諸表等の用語、様式及び作成方法に関する規則」（平成19年内閣府令第63

号。以下「四半期財務諸表等規則」という。）に基づいて作成しております。

　なお、前第２四半期会計期間（平成20年７月１日から平成20年９月30日まで）及び前第２四半期累計期間（平成20

年４月１日から平成20年９月30日まで）は、改正前の四半期財務諸表等規則に基づき、当第２四半期会計期間（平成

21年７月１日から平成21年９月30日まで）及び当第２四半期累計期間（平成21年４月１日から平成21年９月30日ま

で）は、改正後の四半期財務諸表等規則に基づいて作成しております。

 

２．監査証明について

　当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、前第２四半期会計期間（平成20年７月１日から平成20

年９月30日まで）及び前第２四半期累計期間（平成20年４月１日から平成20年９月30日まで）に係る四半期財務諸

表並びに当第２四半期会計期間（平成21年７月１日から平成21年９月30日まで）及び当第２四半期累計期間（平成

21年４月１日から平成21年９月30日まで）に係る四半期財務諸表について、あずさ監査法人による四半期レビューを

受けております。

 

３．四半期連結財務諸表について

四半期連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則（平成19年内閣府令第64号）第５条第２項により、当

社では、子会社の資産、売上高、損益、利益剰余金及びキャッシュ・フローその他の項目から見て、当企業集団の財政状

態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況に関する合理的な判断を妨げない程度に重要性が乏しいものとして、四

半期連結財務諸表は作成しておりません。

　なお、資産基準、売上高基準、利益基準及び利益剰余金基準による割合は次のとおりであります。

資産基準　　　　　　　　　  　   0.2％

売上高基準　　　　　　　　　     0.0％

利益基準              　　　　 △0.6％

利益剰余金基準　　　　　　　     0.0％　
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１【四半期財務諸表】
（１）【四半期貸借対照表】

（単位：千円）

当第２四半期会計期間末
(平成21年９月30日)

前事業年度末に係る
要約貸借対照表

(平成21年３月31日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 919,734 396,502

売掛金 4,528,245 4,451,980

商品及び製品 15,818 18,588

原材料及び貯蔵品 182,750 261,432

その他 244,924 248,788

流動資産合計 5,891,472 5,377,292

固定資産

有形固定資産

建物 6,121,472 6,103,988

減価償却累計額 △3,738,489 △3,645,209

建物（純額） 2,382,982 2,458,778

構築物 1,799,374 1,745,374

減価償却累計額 △1,270,969 △1,237,364

構築物（純額） 528,405 508,009

機械及び装置 17,036,079 16,951,376

減価償却累計額 △14,311,451 △13,926,346

機械及び装置（純額） 2,724,628 3,025,030

車両運搬具 47,187 46,537

減価償却累計額 △42,282 △41,080

車両運搬具（純額） 4,905 5,457

工具、器具及び備品 497,368 484,171

減価償却累計額 △421,625 △405,201

工具、器具及び備品（純額） 75,743 78,969

土地 464,590 464,590

建設仮勘定 28,390 15,090

有形固定資産合計 6,209,646 6,555,927

無形固定資産 133,155 142,575

投資その他の資産 473,522 506,312

固定資産合計 6,816,325 7,204,814

資産合計 12,707,797 12,582,107

EDINET提出書類

ジャパンフーズ株式会社(E00421)

四半期報告書

13/26



（単位：千円）

当第２四半期会計期間末
(平成21年９月30日)

前事業年度末に係る
要約貸借対照表

(平成21年３月31日)

負債の部

流動負債

買掛金 2,656,629 3,149,874

1年内返済予定の長期借入金 627,600 686,100

未払金 842,225 999,127

未払法人税等 483,997 －

未払消費税等 82,929 12,064

賞与引当金 140,000 105,000

役員賞与引当金 22,200 －

その他 66,428 67,434

流動負債合計 4,922,010 5,019,601

固定負債

長期借入金 1,712,800 2,026,600

その他 20,538 22,163

固定負債合計 1,733,338 2,048,763

負債合計 6,655,348 7,068,364

純資産の部

株主資本

資本金 628,800 628,800

資本剰余金 272,400 272,400

利益剰余金 5,128,869 4,611,325

株主資本合計 6,030,069 5,512,525

評価・換算差額等

その他有価証券評価差額金 22,379 1,216

評価・換算差額等合計 22,379 1,216

純資産合計 6,052,449 5,513,742

負債純資産合計 12,707,797 12,582,107
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（２）【四半期損益計算書】
【第２四半期累計期間】

（単位：千円）

前第２四半期累計期間
(自　平成20年４月１日
　至　平成20年９月30日)

当第２四半期累計期間
(自　平成21年４月１日
　至　平成21年９月30日)

売上高 ※2
 16,981,704

※2
 18,262,274

売上原価 15,327,485 16,238,205

売上総利益 1,654,219 2,024,069

販売費及び一般管理費 ※1
 856,397

※1
 1,021,868

営業利益 797,822 1,002,201

営業外収益

受取利息 2 2

受取配当金 2,329 1,753

受取手数料 10,947 6,640

受取保険金 7,946 20,263

その他 9,051 6,004

営業外収益合計 30,276 34,664

営業外費用

支払利息 18,558 16,110

支払補償費 － 5,980

その他 3,289 1,780

営業外費用合計 21,847 23,871

経常利益 806,251 1,012,994

特別損失

固定資産除却損 86 －

たな卸資産廃棄損 29,703 －

製品廃棄負担金 25,285 －

特別損失合計 55,076 －

税引前四半期純利益 751,175 1,012,994

法人税、住民税及び事業税 295,722 471,500

法人税等調整額 10,937 △52,549

法人税等合計 306,659 418,950

四半期純利益 444,515 594,044
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【第２四半期会計期間】
（単位：千円）

前第２四半期会計期間
(自　平成20年７月１日
　至　平成20年９月30日)

当第２四半期会計期間
(自　平成21年７月１日
　至　平成21年９月30日)

売上高 ※2
 8,257,767

※2
 8,462,390

売上原価 7,499,617 7,591,749

売上総利益 758,149 870,640

販売費及び一般管理費 ※1
 404,625

※1
 495,387

営業利益 353,523 375,253

営業外収益

受取利息 0 1

受取配当金 1,944 1,493

受取手数料 4,830 3,255

受取保険金 7,946 15,942

その他 4,206 4,805

営業外収益合計 18,928 25,497

営業外費用

支払利息 9,145 7,839

支払補償費 － 4,550

その他 2,309 890

営業外費用合計 11,454 13,279

経常利益 360,997 387,471

特別損失

固定資産除却損 86 －

特別損失合計 86 －

税引前四半期純利益 360,910 387,471

法人税、住民税及び事業税 168,722 210,500

法人税等調整額 △24,578 △48,141

法人税等合計 144,143 162,358

四半期純利益 216,767 225,112
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（３）【四半期キャッシュ・フロー計算書】
（単位：千円）

前第２四半期累計期間
(自　平成20年４月１日
　至　平成20年９月30日)

当第２四半期累計期間
(自　平成21年４月１日
　至　平成21年９月30日)

営業活動によるキャッシュ・フロー

税引前四半期純利益 751,175 1,012,994

減価償却費 663,477 564,811

受取利息及び受取配当金 △2,331 △1,755

支払利息 18,558 16,110

売上債権の増減額（△は増加） △566,097 △76,265

たな卸資産の増減額（△は増加） 10,090 81,452

仕入債務の増減額（△は減少） 274,843 △493,245

固定資産除却損 86 －

賞与引当金の増減額（△は減少） △24,298 35,000

役員賞与引当金の増減額（△は減少） △27,147 22,200

前払年金費用の増減額（△は増加） △24,082 18,821

未払金の増減額（△は減少） △120,667 △51,666

未払消費税等の増減額（△は減少） 17,136 70,864

その他の流動資産の増減額（△は増加） △29,213 25,596

その他の流動負債の増減額（△は減少） 5,712 10,605

小計 947,243 1,235,524

利息及び配当金の受取額 2,331 1,756

利息の支払額 △18,969 △16,621

法人税等の支払額又は還付額（△は支払） △94,760 38,064

営業活動によるキャッシュ・フロー 835,845 1,258,723

投資活動によるキャッシュ・フロー

有形固定資産の取得による支出 △902,594 △250,344

投資有価証券の取得による支出 － △50,400

無形固定資産の取得による支出 △14,011 △13,394

その他 △763 27,446

投資活動によるキャッシュ・フロー △917,370 △286,691

財務活動によるキャッシュ・フロー

長期借入金の返済による支出 △274,800 △372,300

配当金の支払額 △76,500 △76,500

財務活動によるキャッシュ・フロー △351,300 △448,800

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） △432,825 523,232

現金及び現金同等物の期首残高 732,682 396,502

現金及び現金同等物の四半期末残高 ※
 299,856

※
 919,734
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【四半期財務諸表作成のための基本となる重要な事項等の変更】

該当事項はありません。　

　

【簡便な会計処理】

該当事項はありません。

 

【四半期財務諸表の作成にあたり適用した特有の会計処理】

該当事項はありません。 
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【注記事項】

（四半期貸借対照表関係）

該当事項はありません。

 

（四半期損益計算書関係）

前第２四半期累計期間
（自　平成20年４月１日
至　平成20年９月30日）

当第２四半期累計期間
（自　平成21年４月１日
至　平成21年９月30日）

※１．販売費及び一般管理費の主要な費目及び金額は次の

通りであります。

※１．販売費及び一般管理費の主要な費目及び金額は次の

通りであります。

(1）販売費 (1）販売費

運送保管料 426,444千円

支払手数料 34,342千円

運送保管料 504,186千円

支払手数料 40,965千円

(2）一般管理費 (2）一般管理費

給料手当 66,031千円

役員報酬 78,798千円

賞与引当金繰入額 23,344千円

減価償却費 41,179千円

給料手当 72,445千円

役員報酬 86,334千円

賞与引当金繰入額 29,418千円

役員賞与引当金繰入額 22,200千円

減価償却費 44,278千円

 ※２．売上高の季節的変動

当社の売上高は、事業の性質上、上半期の受注数が下半

期に比べ割合が大きいため、事業年度の上半期の売上高

と下半期の売上高との間に著しい相違があり、上半期と

下半期の業績に季節的変動があります。

 ※２．売上高の季節的変動

同左　

前第２四半期会計期間
（自　平成20年７月１日
至　平成20年９月30日）

当第２四半期会計期間
（自　平成21年７月１日
至　平成21年９月30日）

※１．販売費及び一般管理費の主要な費目及び金額は次の

通りであります。

※１．販売費及び一般管理費の主要な費目及び金額は次の

通りであります。

(1）販売費 (1）販売費

運送保管料 209,156千円

支払手数料 17,548千円

運送保管料 243,115千円

支払手数料 20,100千円

(2）一般管理費 (2）一般管理費

給料手当 32,811千円

役員報酬 40,899千円

賞与引当金繰入額 8,210千円

減価償却費 21,091千円

給料手当 36,282千円

役員報酬 43,335千円

賞与引当金繰入額 13,781千円

役員賞与引当金繰入額 11,100千円

減価償却費 22,336千円

※２．売上高の季節的変動

当社の売上高は、事業の性質上、上半期の受注数が下半

期に比べ割合が大きいため、事業年度の上半期の売上高

と下半期の売上高との間に著しい相違があり、上半期と

下半期の業績に季節的変動があります。

※２．売上高の季節的変動

同左　
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（四半期キャッシュ・フロー計算書関係）

前第２四半期累計期間
（自　平成20年４月１日
至　平成20年９月30日）

当第２四半期累計期間
（自　平成21年４月１日
至　平成21年９月30日）

※　現金及び現金同等物の四半期末残高と四半期貸借対照

表に掲記されている科目の金額との関係

※　現金及び現金同等物の四半期末残高と四半期貸借対照

表に掲記されている科目の金額との関係

（平成20年９月30日現在） （平成21年９月30日現在）

現金及び預金勘定   299,856千円

現金及び現金同等物 299,856千円

現金及び預金勘定 919,734千円

現金及び現金同等物 919,734千円

 

（株主資本等関係）

当第２四半期会計期間末（平成21年９月30日）及び当第２四半期累計期間（自　平成21年４月１日　至　平成21年

９月30日）

１．発行済株式の種類及び総数

普通株式　　　　　5,100,000株

 

２．自己株式の種類及び株式数

該当事項はありません。

 

３．新株予約権等に関する事項

該当事項はありません。

 

４．配当に関する事項

（１）配当金支払額

決議 株式の種類
配当金の総額
（千円）

１株当たり
配当額（円）

基準日 効力発生日 配当の原資

平成21年６月19日

定時株主総会
普通株式 76,500 15.0平成21年３月31日平成21年６月22日利益剰余金

 

（２）基準日が当第２四半期累計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当第２四半期会計期間末後と

なるもの

決議 株式の種類
配当金の総額
（千円）

１株当たり
配当額（円）

基準日 効力発生日 配当の原資

平成21年10月29日

取締役会
普通株式 51,000 10.0平成21年９月30日平成21年12月１日利益剰余金
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（リース取引関係）

当四半期会計期間におけるリース取引残高は、前事業年度の末日と比較して著しい変動がありません。

 

（有価証券関係）

有価証券の四半期貸借対照表計上額その他の金額は、前事業年度の末日と比較して著しい変動がありません。

 

（デリバティブ取引関係）

　デリバティブ取引の四半期会計期間末の契約額等は、前事業年度の末日と比較して著しい変動がありません。　

 

（持分法損益等）

該当事項はありません。

 

（ストック・オプション等関係）

　該当事項はありません。

 

（企業結合等関係）

該当事項はありません。
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（１株当たり情報）

１．１株当たり純資産額

当第２四半期会計期間末
（平成21年９月30日）

前事業年度末
（平成21年３月31日）

１株当たり純資産額 1,186.75円 １株当たり純資産額 1,081.13円

２．１株当たり四半期純利益金額

前第２四半期累計期間
（自　平成20年４月１日
至　平成20年９月30日）

当第２四半期累計期間
（自　平成21年４月１日
至　平成21年９月30日）

１株当たり四半期純利益金額 87.16円 １株当たり四半期純利益金額 116.48円

潜在株式調整後１株当たり四

半期純利益金額 

潜在株式調整後１株当

たり四半期純利益金額に

ついては、潜在株式が存在

しないため記載しており

ません。

潜在株式調整後１株当たり四

半期純利益金額 

潜在株式調整後１株当

たり四半期純利益金額に

ついては、潜在株式が存在

しないため記載しており

ません。

　（注）１株当たり四半期純利益金額の算定上の基礎は、以下のとおりであります。

 
前第２四半期累計期間
（自　平成20年４月１日
至　平成20年９月30日）

当第２四半期累計期間
（自　平成21年４月１日
至　平成21年９月30日）

四半期純利益（千円） 444,515 594,044

普通株主に帰属しない金額（千円） － －

普通株式に係る四半期純利益（千円） 444,515 594,044

期中平均株式数（千株） 5,100 5,100

前第２四半期会計期間
（自　平成20年７月１日
至　平成20年９月30日）

当第２四半期会計期間
（自　平成21年７月１日
至　平成21年９月30日）

１株当たり四半期純利益金額 42.50円 １株当たり四半期純利益金額 44.14円

潜在株式調整後１株当たり四

半期純利益金額 

潜在株式調整後１株当

たり四半期純利益金額に

ついては、潜在株式が存在

しないため記載しており

ません。

潜在株式調整後１株当たり四

半期純利益金額 

潜在株式調整後１株当

たり四半期純利益金額に

ついては、潜在株式が存在

しないため記載しており

ません。

　（注）１株当たり四半期純利益金額の算定上の基礎は、以下のとおりであります。

 
前第２四半期会計期間
（自　平成20年７月１日
至　平成20年９月30日）

当第２四半期会計期間
（自　平成21年７月１日
至　平成21年９月30日）

四半期純利益（千円） 216,767 225,112

普通株主に帰属しない金額（千円） － －

普通株式に係る四半期純利益（千円） 216,767 225,112

期中平均株式数（千株） 5,100 5,100

（重要な後発事象）

該当事項はありません。
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２【その他】

平成21年10月29日開催の取締役会において、当期中間配当に関し、次のとおり決議いたしました。　

(イ）中間配当による配当金の総額……………………51,000千円

(ロ）１株当たりの金額…………………………………10円00銭

(ハ）支払請求の効力発生日及び支払開始日…………平成21年12月１日

（注）平成21年９月30日最終の株主名簿に記録された株主もしくは登録株式質権者に対し、支払いを行います。
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第二部【提出会社の保証会社等の情報】
　該当事項はありません。
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 独立監査人の四半期レビュー報告書 

平成20年11月13日

ジャパンフーズ株式会社

取締役会　御中

あずさ監査法人

 
指定社員
業務執行社員

 公認会計士 袖川　兼輔　　印

 
指定社員
業務執行社員

 公認会計士 小尾　淳一　　印

　当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられているジャパンフーズ株式

会社の平成20年４月１日から平成21年３月31日までの第33期事業年度の第２四半期会計期間（平成20年７月１日から平成

20年９月30日まで）及び第２四半期累計期間（平成20年４月１日から平成20年９月30日まで）に係る四半期財務諸表、す

なわち、四半期貸借対照表、四半期損益計算書及び四半期キャッシュ・フロー計算書について四半期レビューを行った。こ

の四半期財務諸表の作成責任は経営者にあり、当監査法人の責任は独立の立場から四半期財務諸表に対する結論を表明す

ることにある。

　当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準拠して四半期レビューを行った。

四半期レビューは、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対して実施される質問、分析的手続

その他の四半期レビュー手続により行われており、我が国において一般に公正妥当と認められる監査の基準に準拠して実

施される年度の財務諸表の監査に比べ限定された手続により行われた。

　当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期財務諸表が、我が国において一般に公正妥当と認められる

四半期財務諸表の作成基準に準拠して、ジャパンフーズ株式会社の平成20年９月30日現在の財政状態、同日をもって終了す

る第２四半期会計期間及び第２四半期累計期間の経営成績並びに第２四半期累計期間のキャッシュ・フローの状況を適正

に表示していないと信じさせる事項がすべての重要な点において認められなかった。

　会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

　

以　上

　（注）１．上記は、四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社（四半期報

告書提出会社）が別途保管しております。

２．四半期財務諸表の範囲にはＸＢＲＬデータ自体は含まれていません。
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 独立監査人の四半期レビュー報告書 

平成21年11月12日

ジャパンフーズ株式会社

取締役会　御中

あずさ監査法人

 
指定社員
業務執行社員

 公認会計士 小尾　淳一　　印

 
指定社員
業務執行社員

 公認会計士 椎名　弘　　　印

　当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられているジャパンフーズ株式

会社の平成21年４月１日から平成22年３月31日までの第34期事業年度の第２四半期会計期間（平成21年７月１日から平成

21年９月30日まで）及び第２四半期累計期間（平成21年４月１日から平成21年９月30日まで）に係る四半期財務諸表、す

なわち、四半期貸借対照表、四半期損益計算書及び四半期キャッシュ・フロー計算書について四半期レビューを行った。こ

の四半期財務諸表の作成責任は経営者にあり、当監査法人の責任は独立の立場から四半期財務諸表に対する結論を表明す

ることにある。

　当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準拠して四半期レビューを行った。

四半期レビューは、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対して実施される質問、分析的手続

その他の四半期レビュー手続により行われており、我が国において一般に公正妥当と認められる監査の基準に準拠して実

施される年度の財務諸表の監査に比べ限定された手続により行われた。

　当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期財務諸表が、我が国において一般に公正妥当と認められる

四半期財務諸表の作成基準に準拠して、ジャパンフーズ株式会社の平成21年９月30日現在の財政状態、同日をもって終了す

る第２四半期会計期間及び第２四半期累計期間の経営成績並びに第２四半期累計期間のキャッシュ・フローの状況を適正

に表示していないと信じさせる事項がすべての重要な点において認められなかった。

　会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

　

以　上

　（注）１．上記は、四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社（四半期報

告書提出会社）が別途保管しております。

２．四半期財務諸表の範囲にはＸＢＲＬデータ自体は含まれていません。
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